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ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

ＰＲブースではさまざまなグッズを販売ＰＲブースではさまざまなグッズを販売

初体験
柳川の風物詩「おにぎえ」

　秋晴れの 10 月、三柱神社秋季大祭「おにぎえ」
が開催されました。コロナの感染拡大と同時にお
こし隊として着任した私にとって、「いつものおに
ぎえ」は初めての体験。動いている山車を間近で
見るなど、迫力や盛り上がりを肌で感じることが
できました。
　お祭り初日の 10 月 8 日、私は #O

オ ニ フ ェ ス

NIFES 会場の
大河ドラマ招致活動 PR ブースで、グッズ販売を手
伝いました。来場者の中に招致活動グッズのシャ
ツを着ている親子連れなどを見かけ、活動の輪の
広がりを感じてうれしく思いました。また、会場
では前回のコラムでご紹介した宗茂と誾千代のラ
イト甲冑試着会も実施。子どもから大人まで多く
の人に楽しんでいただけていたようです。
　私のおこし隊の任期は残り半年を切りました。
私が大河ドラマ招致活動の一環として作成した万
年筆インクは立花宗茂と誾千代の 2 人分。3 月まで
に戸次道雪、高橋紹運、田中吉政のインクも作り
たいと思います。

　私が地域おこし協力隊として活動を始めてまも
なく 3 年。観光協会での活動を中心に、色々な形
で柳川観光に携わっています。その中の１つに今
年から発足した「環有明海観光連合」という組織
があります。これは福岡、佐賀、熊本、長崎 4 県
の有明海に面する市町村の 11 の観光協会が連合体
となり、広域で観光事業に取り組むものです。
　その観光連合で私は、共通点がある観光地同士
を結びつける取り組みをしたいと考えています。
例えば、「近代」というテーマで柳川の御花と大川
昇開橋や佐賀市三重津海軍所跡を結びつける、と
いった感じです。結びつけた観光地同士で情報を
共有したり、合同でイベントを考えたりできれば、
これまで以上の活性化が期待できるのではないで
しょうか。
　観光協会での取り組みは、市民や会員の皆さん
のご意見や支えがあって広がっていきます。皆さ
んと共に、微力ながらこれからも柳川観光の発展
に力を尽くしていきたいと思います。

有明海でつながる観光地有明海でつながる観光地

　
大都市圏から地方へ人の流れを作るプログラムで、将来の定住
を目指しながら、地方の活性化への貢献を目指す「地域おこし
協力隊」。市で活動する 6 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市商工・ブランド振興課（☎77・8722）

竹下 政志（51歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当

有明海沿岸地域での
広域観光

楠田 千佳（46歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川プロモ
ーションを担当


